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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

６
月
６
日
に
開
催
し
ま
す
。　

　

総
会
議
案
は
、
①
活
動
方
針
、

②
会
計
予
算
、
③
旅
費
支
給
基
準

改
正
、
④
10
周
年
記
念
事
業
実
施

案
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

旅
費
支
給
基
準
改
正
は
、
朝
令

暮
改
的
で
す
が
、
行
動
参
加
者
の

意
見
等
を
踏
ま
え
て
見
直
し
し
ま

す
。
18
年
４
月
に
再
建
10
年
を
迎

え
ま
す
。
記
念
事
業
実
施
案
を
提

案
す
る
予
定
で
す
。
議
案
は
、
５

月
の
幹
事
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

参
加
の
案
内
は
４
月
初
め
に
送

り
ま
す
。例
年
同
様
、総
会
終
了
後
、 

懇
親
会
を
も
ち
ま
す
。

ツ
ツ
ジ
の
名
園
め
ぐ
り
」
で
す
。

　

旧
古
河
庭
園
洋
館
は
ジ
ョ
サ
イ

ア
・
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
た
日
本

を
代
表
す
る
洋
館
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
旧
古
河
庭
園
は
バ
ラ
が
有

名
で
す
が
、
ツ
ツ
ジ
も
す
ば
ら
し

く
、
全
園
ツ
ツ
ジ
に
覆
わ
れ
る
六

義
園
と
あ
わ
せ
て
名
園
を
め
ぐ
り

カタクリの花

４
月
25
日
に
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

定
期
総
会
は
６
月
６
日

　

２
月
17
日
に
第
４
回
幹
事
会
と
専
門
部
会
を
開
き
、
①
第
10
回
定

期
総
会
の
日
程
、
②
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
実
施
案
、
③
今
年
度
旅
行
会

の
考
え
方
、④
10
周
年
記
念
事
業
実
施
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

第
10
回
定
期
総
会

　

今
年
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、「
憧
れ
の
旧
古
河
庭
園
洋
館
と

お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

秋
の
旅
行
会
検
討

　

秋
の
旅
行
会
は
２
年
連
続
で
中

止
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
予
定
人

数
に
達
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

今
年
は
、
旅
行
会
の
成
立
要
件
を

従
来
の
25
名
か
ら
20
人
に
縮
小
し

て
企
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

実
施
時
期
は
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
と
し
、
旅
行
先
は
昨
年
の

同
じ
「
大
源
太
と
当
間
高
原
」
に

す
る
つ
も
り
で
す
。

　

記
念
式
に
余
興
と
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
う
イ
メ
ー
ジ
で
検
討
中
で
す
。

実
施
時
期
は
、
で
き
れ
ば
今
年
の

秋
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。

　

開
催
日
は

ツ
ツ
ジ
が
見

頃
を
迎
え
る

４
月
25
日
、

Ｊ
Ｒ
「
上
中

里
」
駅
改
札

前
に
集
合
で

す
。
ご
家
族

や
友
人
・
知

人
を
さ
そ
っ

て
参
加
く
だ

さ
い
。

旧古河庭園「洋館」とツツジ

六義園最高所「藤代峠」より

10
周
年
記
念
事
業
検
討
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昭
和
運
輸
に
よ
り
13
年
３
月
、

自
治
労
組
合
員
の
宮
川
巧
、
芝
井

竜
也
、
谷
古
宇
智
之
の
３
名
が
不

当
解
雇
さ
れ
、
公
共
清
掃
労
組
は
、

不
当
解
雇
撤
回
へ
向
け
て
裁
判
闘

争
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
会
社
側
は
労
組
に
対
し

損
害
賠
償
訴
訟
、
争
議
者
側
も
損

害
賠
償
訴
訟
を
起
こ
し
、
そ
の
後
、

３
つ
の
裁
判
は
併
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
治
労
全
体
の
闘
い

に
す
る
た
め
、
15
年
12
月
に
支
援

共
闘
会
議
を
結
成
、
同
時
に
、
裁

判
闘
争
と
結
合
し
清
掃
下
請
け

３
千
名
の
継
続
雇
用
労
供
労
働
者

へ
の
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
、
雇

用
保
険
の
３
法
適
用
闘
争
を
展
開

し
、
社
会
的
世
論
を
高
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
裁
判
闘
争
山
場
の
昨

年
９
月
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
宮
川
さ

ん
が
バ
イ
ク
事
故
で
亡
く
な
り
、

妻
子
が
原
告
を
引
継
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
闘
い
、

裁
判
の
最
終
局
面
で
、
裁
判
官
か

ら
「
和
解
」
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

最
終
的
に
は
「
職
場
復
帰
」
か
ら

「
金
銭
」
解
決
へ
切
り
替
え
て
、
１

月
20
日
に
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
３
法
適
用
闘
争
は
、
争

議
当
該
３
名
を
皮
切
り
に
昭
和
の

全
労
供
労
働
者
に
適
用
、
厚
労
省

に
よ
る
環
境
保
全
協
会
へ
の
清
掃

業
界
継
続
供
給
労
働
者
の
３
法
加

入
指
導
へ
と
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

支
援
共
闘
会
議
は
、
３
月
29
日

に
清
掃
会
館
で
「
昭
和
運
輸
裁
判

闘
争
報
告
集
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
参
加
く
だ
さ
い
。（
宮
本
）昭和運輸不当解雇撤回闘争支援共闘会議結成集会

（2015 年 12 月 13 日）

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
⑼

「
和
解
」
が
成
立
し
、
勝
利
的
解
決
実
現

３
月
29
日
に
清
掃
会
館
で「
闘
争
報
告
集
会
」

　

東
京
清
掃
主
催
の
退
職
者
送
別

会
が
、
２
月
24
日
、
清
掃
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
里
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
桐
田
委
員
長
に
よ
る
ね
ぎ
ら

い
の
こ
と
ば
に
続
き
、
庄
司
会
長

が
退
職
者
会
を
代
表
し
て
退
職
者

会
へ
の
加
入
呼
び
か
け
の
挨
拶
を

し
、
戸
枝
事
務
局
長
が
会
の
活
動

内
容
等
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　

坂
本
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
た
後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

退
職
者
全
員
か
ら
想
い
出
の
「
ひ

と
言
」。
今
年
の
退
職
者
は
、
本

部
青
年
部
長
経
験
者
が
多
く
、
多

士
済
々
。
青
年
部
の
頃
の
活
動
と

出
会
い
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
清
掃

事
業
の
古
き
良
き
時
代
？
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
長
〜
い
「
ひ
と
言
」
に
大

爆
笑
あ
り
、
し
ん
み
り
耳
を
傾
け

た
り
し
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、

「
生
涯
労
働
運
動
」
の
気
概
が
語
ら

れ
、
早
速
、
参
加
し
た
完
全
退
職

者
全
員
が
退
職
者
会
加
入
届
を
提

出
し
ま
し
た
。
今
年
も
力
強
い
仲

間
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
名
残
を
惜

し
み
つ
つ
、
染
書
記
長

音
頭
の
一
本
締
め
で
集

い
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
参
加
者
は
少

な
か
っ
た
と
は
い
え
、

昨
年
に
続
き
こ
こ
数
年

で
は
最
多
で
、
や
は
り

参
加
者
が
多
い
と
盛
り

上
が
り
ま
す
。

早
速
、
参
加
者
が
退
職
者
会
加
入
届
提
出

東
京
清
掃
退
職
者
送
別
会

会員加入呼びかけ
（庄司会長）

ねぎらいのことば
（桐田委員長）
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２
月
19
日
、
日

比
谷
野
外
音
楽
堂

で
「
貧
困
・
格
差

に
Ｎ
Ｏ
！
み
ん
な

が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
！
総
が
か
り

行
動
」
が
開
催
さ

れ
、
約
４
千
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
の
主
催
は

「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
」。集
会
は
、

市
民
生
活
に
貧
困

と
格
差
が
急
激
に
拡
大
し
、
こ
の

格
差
・
貧
困
が
世
界
各
地
で
の
戦

争
の
火
種
と
な
っ
て
お
り
、「
戦
争

反
対
＝
貧
困
反
対
、
平
和
＝
平
等
」

と
い
う
観
点
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
の
本
田
由

紀
さ
ん
（
東
大
教
授
）
は
、「
非
正

規
労
働
者
が
増
え
、
実
質
賃
金
は

下
が
り
、
資
産
の
一
極
集
中
が
進

ん
で
い
る
。
現
行
の
生
活
保
護
や

奨
学
金
等
の
制
度
は
不
公
平
を
是

正
で
き
て
い
な
い
。
差
別
・
分
断

を
悪
化
さ
せ
て
き
た
元
凶
は
自
民

党
政
府
だ
。」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

格
差
・
貧
困
問
題
を
取
組
む
団

体
は
、「
実
効
性
の
あ

る
残
業
規
制
や
最
低
賃

金
引
上
げ
に
よ
り
、
格

差
・
貧
困
を
招
く
働
き

方
を
変
え
る
こ
と
が
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
こ
と

に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
、

奨
学
金
地
獄
や
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
窮
乏
の
現
状

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
銀
座
デ
モ

を
行
い
、「
貧
困
・
格

差
に
Ｎ
Ｏ
！
」「
誰
も

が
人
間
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
を
！
」
と
訴

え
ま
し
た
。

格差・貧困にＮＯ！
左より生活の党渡辺浩一郎元衆院議員、
民進党山尾志桜里衆院議員、共産党小
池晃書記局長、社民党福島瑞穂副党首

　

２
月
17
日
、四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
で「
国

鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
30
年
〜
２
・
17
集

会
」
が
全
労
協
議
長
、
元
国
鉄
共
闘
会
議

議
長
、
国
労
委
員
長
の
呼
び
か
け
で
開
催

さ
れ
、
４
０
０
名
余
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

元
鉄
建
公
団
訴
訟
主
任
弁
護
士
の
加
藤

晋
介
さ
ん
が
、「
国
鉄
闘
争
の
総
括
と
教

訓
」
と
い
う
演
題
で
講
演
。
そ
の
後
、
参

加
し
た
12
名
の
元
国
労
闘
争
団
・
全
動
労

争
議
団
が
登
壇
し
、決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

全
労
働
者
の
40
％
が
非
正
規
、
格
差
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
国
家
的
不
当
労
働
行

為
に
抗
し
闘
っ
た
国
鉄
闘
争
の
教
訓
が
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
集
会
で
し
た
。

　

２
月
22
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
で
「
狭
山

事
件
の
再
審
を
求
め
る
東
京
集
会
」
が
開

か
れ
、
３
０
０
名
を
大
き
く
超
え
て
結
集
。

退
職
者
会
も
９
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

狭
山
弁
護
団
青
木
弁
護
士
は
「
石
川
さ

ん
宅
か
ら
発
見
し
た
と
さ
れ
る
万
年
筆
は

被
害
者
の
も
の
で
は
な
い
。
最
大
の
有
罪

証
拠
が
最
大
の
無
罪
証
拠
に
転
化
し
た
。」

と
、万
年
筆
問
題
を
中
心
に
報
告
。
清
掃
・

人
権
交
流
会
会
長
の
押
田
さ
ん
（
退
職
者

会
）
な
ど
が
連
帯
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

依
然
殺
人
犯
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
ま

ま
、
石
川
さ
ん
は
78
歳
に
な
り
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
今
年
こ
そ
無
罪
を
勝
ち
取

ろ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

報告する
押田さん

心境をつづった短歌を詠む　　　
石川一雄さんと見守る早智子さん 登壇した元国労闘争団・全動労争議団
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「
歩
こ
う
会
」
は
２
月
10
日
、「
里

山
歩
き
と
和
紙
の
ま
ち
、
温
泉
で

ほ
っ
こ
り
」
を
テ
ー
マ
に
秩
父
の

小
京
都
・
小
川
町
を
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
官
ノ
倉
山
登
山
。
３
４
５

ｍ
の
里
山
な
が
ら
、
鎖
場
が
あ
り
、

山
頂
は
関
東
一
円
を
見
渡
せ
る
大

展
望
。
山
登
り
の
楽
し
さ
が
凝
縮
。

　

登
山
後
、
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館

で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の

「
細
川
紙
」
に
代
表
さ
れ
る
紙
す
き

実
演
や
埼
玉
県
内
の
伝
統
工
芸
を

見
学
。
当
初
予
定
の
温
泉
は
、
余

り
の
寒
さ
に
湯
冷
め
を
考
慮
し
中

止
し
ま
し
た
が
、
身
体
を
鍛
え
、

心
を
豊
か
に
で
き
た
ミ
ニ
旅
で
し

た
。
参
加
者
は
６
名
で
し
た
。

新
採
獲
得
・
人
員
闘
争
強
化
、
人
事
制
度　

改
善
、
非
正
規
の
労
働
条
件
改
善
を
課
題
に

▼
▼ 

東
京
清
掃
染
書
記
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

▲
▲

インタビューに応える
東京清掃染書記長

東
京
清
掃
「
当
面
の
課
題
」

　

清
掃
の
現
場
で
も
非
正
規
化
が

進
み
、
清
掃
事
業
に
対
す
る
当
局

の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
に
い
か

に
立
ち
向
う
か
、
当
面
の
課
題
に

つ
い
て
染
書
記
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
10
区
で
新
採
を
と
り
ま

し
た
。
国
の
介
入
に
よ
る
「
退
職

不
補
充
」
方
針
に
基
づ
き
、
区
現

業
の
新
採
が
全
く
止
ま
っ
て
い
る

中
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
区
移

管
以
降
新
採
の
な
い
区
は
７
区
で

す
。
こ
こ
を
何
と
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

春
闘
期
に
作
業
計
画
・
人
員
闘

争
の
総
括
と
課
題
を
テ
ー
マ
に
春

闘
討
論
集
会
を
も
つ
こ
と
に
し
ま

し
た
。
総
括
を
し
、
各
区
の
状
況

を
お
互
い
に
学
び
、
次
の
運
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
か
ら
で
す
。

　

安
上
が
り
行
政
の
手
法
と
し
て
、

車
に
作
業
員
を
付
け
て
供
給
す
る

車
付
雇
上
が
通
年
作
業
計
画
で
使

わ
れ
、
下
請
労
働
者
の
非
正
規
化

が
急
激
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

実
態
は
常
用
雇
用
な
の
に
社
会

保
険
非
適
用
の
違
法
が
横
行
し
て

い
ま
し
た
が
、自
治
労
、東
京
清
掃
、

公
共
清
掃
が
結
成
し
た
昭
和
運
輸

不
当
解
雇
撤
回
闘
争
支
援
共
闘
が

社
保
適
用
の
闘
い
を
進
め
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
厚
労
省
の
是
正
勧

告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
社
保
適
用

に
よ
る
掛
金
増
分
を
雇
上
会
社
に

負
担
さ
せ
、
行
政
に
も
契
約
単
価

増
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東
京
清
掃
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
絶
好
の
立
場
に
あ
り
ま
す
。

下
請
非
正
規
の
労
働
条
件
改
善
は

東
京
清
掃
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　

自
治
労
東
京
も
、
清
掃
委
託
労

働
者
の
ミ
ニ
マ
ム
賃
金
確
立
を
求

め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
春
闘
期
に

展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

区
長
会
が
行
政
系
人
事
制
度
見

直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
係
長

職
昇
任
選
考
を
廃
止
し
て
、
業
績

評
価
等
に
よ
る
一
本
釣
り
に
変
え
、

給
与
制
度
も
上
に
厚
く
、
下
に
薄

い
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

係
長
の
な
り
手
が
減
っ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、

背
景
に
は
、
区
長
等
の
権
限
強
化
、

幹
部
職
員
の
恣
意
的
登
用
で
す
。

　

東
京
清
掃
は
、
行
政
職
に
く
ら

べ
て
不
利
な
現
業
人
事
制
度
の
是

正
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
行
政
系

人
事
制
度
見
直
し
に
よ
る
影
響
を

分
析
し
、
早
め
に
手
を
打
と
う
と

考
え
て
お
り
、
春
闘
オ
ル
グ
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
据
え
て
取
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

人
員
闘
争
の
強
化
へ
向
け
て

里
山
歩
き
と

和
紙
の
ま
ち
散
策官ノ倉山山頂にて

非
正
規
の
労
働
条
件
改
善
へ

人
事
制
度
改
善
へ
向
け
て


